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〔 飛 躍 へ の 情 熱 〕Ashok Mehta

ガ バ ナ ー テ ー マ「行動するライオン」―希望と誇りと信念をもって―
アクティビティスローガン「高い志と情熱をもって We Serve」

今月の特集

●第1回キャビネット会議開催さる
●献血・聴覚障害者福祉委員長会議　全Rにて開催さる

画題 「明日も晴れる」 明日香村の棚田　橿原ライオンズクラブ提供

9・
10

月
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L山本傳一（近江八幡LC）

L森井士朗（京都洛東LC）

下記のお問い合せ、詳しい資料ご入用の際は、ñたづアートへご連絡下さいませ。

日本画・洋画・一般美術品　常設並買入
DNAオークション取次

〒605―0037 京都市東山区三条通神宮道西入西町138―1
〒605―0037 たづアートプラザ１F
TEL（075）771―8225±　FAX（075）771―1004
営業時間　AM10：00～PM6：00 日・祝日定休
HP：http://www13.plala.or.jp/tazuart/

新世紀にふさわしい開かれたオークションをプロデュース

〒104-0045 東京都中央区築地2丁目7番地3号 築地マインビル5階　Tel:03-5148-2188

http://www.d-n-a.co.jp/

ご担当中の案件において美術品の評価に
お困りの際は、ぜひご相談ください。

遺産相続・財産処分
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資
質
（
ク
オ
リ
テ
ィ
）
の
向
上
を
め
ざ
し
て

香
港
の
国
際
大
会
も
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
２
０
０
５
〜
２
０
０
６
年
度
の
公
式
訪
問
を
は
じ
め
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ア
シ
ョ
ク
・
メ
ー
タ
国
際
会
長
は
テ
ー
マ
に
「
飛
躍
へ
の
情
熱
」（P

assion
to
excel

）
を
掲
げ
ら
れ
、̀

今
年
の
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
標
は

世
界
中
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
情
熱
を
燃
や
し
つ
づ
け
、
飛
躍
へ
の
情
熱
と
い
う
一
つ
の
使
命
の
も
と
で
一
致
団
結
す
る
こ
と
で
あ
る
a
と
説
い
て

お
ら
れ
ま
す
。

私
は
メ
ー
タ
国
際
会
長
の
提
唱
さ
れ
る
「
情
熱
」
を
ふ
ま
え
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
`
高
い
志
と
情
熱
を
も
っ
て
Ｗ
ｅ

ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
a
を
掲

げ
て
活
動
し
て
参
り
ま
す
。
高
い
志
と
資
質
の
向
上
を
め
ざ
し
て
、
本
年

一
、
会
員
増
強
（
目
標
と
し
て
五
％
の
増
強
を
め
ざ
し
、
ク
ラ
ブ
の
資
質
の
向
上
を
は
か
る
。）

一
、
Ｃ
Ｓ
Ｆ
¿
（
視
力
フ
ァ
ー
ス
ト
¿
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
　
発
展
途
上
国
の
目
の
病
気
や
失
明
に
苦
し
む
人
々
を
支
援
す
る
運
動
）

一
、
献
血
運
動
（
毎
年
、
献
血
の
量
が
不
足
し
て
い
る
。）

一
、
青
少
年
の
健
全
育
成
（
日
本
の
伝
統
的
美
風
の
伝
承
と
生
活
ス
タ
イ
ル
の
改
善
）

一
、
都
市
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
防
止
と
景
観
保
全

一
、
地
球
の
温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み
（
京
都
議
定
書
や
砂
漠
の
緑
化
な
ど
）

以
上
、
六
点
を
重
要
奉
仕
活
動
と
し
て
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。そ

れ
で
は
又
、
十
月
に
開
催
さ
れ
る
仙
台
で
の
東
洋
東
南
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
（O

seal

―F
orum

）
で
お
目
に
か
か
れ
ま
す
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

「行動するライオン」
希望と誇りと信念をもって

アショク・メータ国際会長夫妻とともに

1

9・
10

月

ライオンズクラブ国際協会
335-C地区ガバナー

山田　昌次
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2

（
理
事
長
　

大
島
康
男
）�

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
3
3
5
ñ

Ｃ
地
区

愛
地
球
博
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
こ
ど
も

万
博
デ
ー
」
に
参
加
し
て

●
日
時
・
７
月
26
日
∏

７
月
26
日
∏

、
心
配
し
て
お
り
ま
し
た

通
り
台
風
が
接
近
し
、
前
日
か
ら
警
報
が

出
た
ら
ど
う
す
る
の
か
と
言
う
問
い
合
わ

せ
等
で
波
乱
含
み
の
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
こ
ど

も
万
博
デ
ー
」
当
日
。
子
供
３
５
０
名
大
人

45
名
が
参
加
し
て
５
月
よ
り
計
画
し
始
め

ど
ん
な
子
供
達
を
対
象
に
す
る
の
か
を
含

め
会
議
を
重
ね
て
、
中
学
生
、
養
護
施
設

の
小
中
学
生
、
地
域
の
少
年
補
導
組
織
等

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
声
を
か
け
た
と
こ
ろ

す
ぐ
に
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
責
任

者
と
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
リ
ー
ガ

ロ
イ
ヤ
ル
Ｈ
京
都
で
開
催
し
、
や
っ
と
迎

え
た
当
日
が
台
風
接
近
で
し
た
。
し
か
し

み
ん
な
元
気
に
早
朝
よ
り
集
合
し
て
バ
ス

に
乗
り
込
み
ま
し
た
が
、
添
乗
員
さ
ん
か
ら
警
報
が
出
る
と
３
時
で
終
了
と
の

こ
と
で
し
た
。
到
着
し
て
広
場
で
「
米
村
で
ん
じ
ろ
う
」
の
面
白
化
学
実
験
そ

の
他
楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
終
わ
る
頃
、
み
ん
な
で
楽
し

く
お
弁
当
を
食
べ
終
え
た
お
昼

過
ぎ
か
ら
台
風
が
そ
れ
始
め
、

か
え
っ
て
入
場
者
も
少
な
く
涼

し
く
パ
ビ
リ
オ
ン
を
回
れ
ま
し

た
。
帰
り
に
は
子
供
達
み
ん
な

が
笑
顔
で
「
あ
り
が
と
う
。
た

の
し
か
っ
た
わ
」
と
お
礼
の
言

葉
の
中
無
事
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

け
が
人
も
病
人
も
中
止
も
な

く
本
当
に
楽
し
い
一
日
で
し

た
。
最
後
に
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

に
大
変
ご
協
力
い
た
だ
き
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

青
少
年
指
導
・

ラ
イ
オ
ン
ク
エ
ス
ト
委
員
長

大
岩
英
雄
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3

9・
10

月

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
3
3
5
ñ

Ｃ
地
区

京
都
、
滋
賀
、
奈
良
で
構
成
し
て
い
る
３
３
５
―

Ｃ
地
区
の
Ｙ
Ｅ
委
員
長
Ｌ
川
勝

文
男
は
、
７
月
25
日
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
に
お
い
て
、
す
で
に
来
日
し
て

い
る
夏
期
交
換
学
生
（
Ｙ
Ｅ
―Y

ou
th

ユ
ー
ス

E
x
ch
an
g
e

エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ

青
少
年
交
換
）
を
招
い
て
盛
大

に
歓
迎
会
を
催
し
た
。
委
員
長
以
下
９
名
の
副
委
員
長
で
地
区
Ｙ
Ｅ
委
員
会
が
構
成

さ
れ
１
２
３
Ｌ
Ｌ
（
ク
ラ
ブ
）
よ
り
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
田
ガ
バ
ナ
ー
、
八
嶌
副

地
区
ガ
バ
ナ
ー
、
山
科
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
、
村
上
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
の
ラ
イ
オ

ン
諸
氏
の
ご
出
席
を
得
ま
し
た
。
そ
し
て
来
日
学
生
５
名
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
10

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
お
招
き
ま
し
た
。
定
刻
に
な
り
針
田
副
委
員
長
の
司
会
に
始
ま
り
阪

口
副
委
員
長
の
来
日
学
生
の
紹
介
、
山
田
ガ
バ
ナ
ー
、
川
勝
Ｙ
Ｅ
委
員
長
の
挨
拶
、

辻
田
・
細
江
両
副
委
員
長
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
若
柳
櫻
香
さ
ん
の
日
本
舞
踊
を
楽

し
ん
だ
の
ち
、
Ｌ
山
科
幹
事
の
お
茶
で
乾
杯
し
て
楽
し
い
パ
ー
テ
ィ
が
始
ま
り
、
来

日
学
生
は
お
お
よ
ろ
こ
び
、
来
日
学
生
の
日
本
語
で
の
上
手
な
ス
ピ
ー
チ
が
始
ま
り

ま
し
た
。
そ
の
模
様
を
多
田
副
委
員
長
カ
メ
ラ
マ
ン
が
捕
ら
え
て
い
る
。
楽
し
い
時

も
早
や
過
ぎ
て
、Ｙ
Ｅ
宮
川
副
委
員
長
の
閉
会
の
言
葉
で
歓
迎
会
は
無
事
終
了
し
た
。

Ｙ
Ｅ
委
員
会
は
こ
れ
か
ら
が
お
お
い
そ
が
し
で
す
が
、
川
勝
委
員
長
を
み
ん
な
で
助

け
て
頑
張
る
決
意
で
す
。
尚
、
当
Ｙ
Ｅ
で
は
冬
期
Ｙ
Ｅ
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
派

遣
国
は
ア
メ
リ
カ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
他
で
約
３
週
間
位
、

２
０
０
５
年
12
月
か
ら
で
す
。
お
気
軽
に
応
募
下
さ
い
。
Ｙ
Ｅ
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
安

全
・
安
心
で
す
。
準
備
は
今
か
ら
。

Ｙ
Ｅ
副
委
員
長
　
酒
井
　
宏

３
３
５
―

Ｃ
地
区
Ｙ
Ｅ
委
員
会
よ
り

委
員
会
主
催
来
日
学
生
歓
迎
会

●
日
時
・
７
月
25
日
∑
　
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
3
3
5
ñ

Ｃ
地
区

第
一
回
３
３
５
複
合
地
区
ガ
バ
ナ
ー
協
議
会
が
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
大
阪
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
３
３
５
―

Ｂ
地
区
佐
藤
徹

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
の
司
会
と
出
席
者
紹
介
で
開
会
し
、
松
田
毅

協
議
会
議
長
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
栢
森
新
治
国
際
理
事

会
ア
ポ
イ
ン
テ
ィ
、
福
井
正
憲
元
国
際
理
事
、
亀
井
良
次
元
国
際

理
事
、
米
島
忍
元
国
際
理
事
の
四
氏
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
Ｌ
栢
森
、
Ｌ
福
井
は
と
も
に
視
力
フ
ァ
ー
ス
ト
の
重
要
性

を
訴
え
ら
れ
、
世
界
の
国
々
の
特
に
子
供
た
ち
の
救
済
を
熱
く
お

話
し
に
な
り
ま
し
た
。
又
、
Ｌ
亀
井
、
Ｌ
米
島
の
両
氏
は
メ
ン
バ
ー

数
の
減
少
に
つ
い
て
語
ら
れ
、
具
体
的
な
数
字
を
示
し
な
が
ら
、

こ
の
ピ
ン
チ
を
会
員
相
互
の
協
力
で
会
員
増
強
め
ざ
し
て
努
力

し
、
の
り
き
っ
て
い
く
事
が
大
切
だ
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
そ
の
他
の
項
で
岸
本
Ｐ
Ｒ
情
報
委
員
長
よ
り
、
長

い
間
複
合
地
区
で
活
動
し
て
き
た
イ
ア
ー
バ
ン
ク
が
解
散
し
た

が
、
そ
の
資
産
約
１
億
７
千
５
百
万
円
が
残
っ
た
。
そ
の
為
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
を
た
ち
あ

げ
、
３
３
５
複
合

地
区
で
有
効
に
活

用
し
て
い
き
た
い

旨
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、

懇
親
会
に
は
い

り
、
各
委
員
会
が

一
つ
の
テ
ー
ブ
ル

を
囲
み
、
そ
れ
ぞ

れ
の
顔
合
わ
せ

と
、
本
年
度
の
事

業
に
つ
い
て
の
話

し
合
い
等
、
和
や

か
な
時
間
の
経
過

の
な
か
に
散
会
し

ま
し
た
。

地
区
Ｐ
Ｒ
・
情
報
・

Ｉ
Ｔ
委
員
長石

黒
郁
男

第
一
回
３
３
５
複
合
地
区

ガ
バ
ナ
ー
協
議
会

●
日
時
・
７
月
26
日
∏
　
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
大
阪

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
3
3
5
ñ

Ｃ
地
区

レ
オ
・
ク
ラ
ブ

指
導
・
育
成
推
進
会
議
報
告

●
日
時
・
８
月
１
日
∑
　
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

本
年
度
第
一
回

レ
オ
・
ラ
イ
オ
ネ

ス
委
員
会
担
当
の

レ
オ
ク
ラ
ブ
指
導

育
成
推
進
会
議
が

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当

日
の
会
議
の
様
子

を
報
告
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

地
区
ガ
バ
ナ
ー

Ｌ
山
田
、
幹
事
□

Ｌ
山
科
、
会
計
□

Ｌ
村
上
に
出
席
を

賜
り
、
ガ
バ
ナ
ー

よ
り
挨
拶
を
戴
い

た
後
、
レ
オ
ク
ラ

ブ
に
関
係
す
る
３
名
の
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
の
方
々
よ
り
、
今

ま
で
の
事
例
発
表
及
び
現
場
報
告
と
学
校
・
園
レ
オ
ク
ラ
ブ

結
成
の
様
子
な
ど
の
説
明
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

５
分
間
の
休
憩
の
後
、
２
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
A
分
科
会
は
、
学
校
・

園
レ
オ
ク
ラ
ブ
関
係
の
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
、
②
分
科
会
は

従
来
の
レ
オ
ク
ラ
ブ
関
係
の
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
で
す
。

い
ず
れ
も
約
１
時
間
強
の
時
間
で
は
問
題
提
議
の
解
決
に

至
ら
ず
、
再
度
開
催
の
要
望
が
多
く
出
ま
し
た
。
近
々
に
レ

オ
・
ク
ラ
ブ
指
導
・
育
成
推
進
会
議
を
開
く
様
に
致
し
ま
す
。

追
記
　
各
ク
ラ
ブ
様
に
お
願
い
で
す
が
、
レ
オ
委
員
会
（
担
当

委
員
会
）
顧
問
制
度
を
設
け
て
頂
き
、
各
ク
ラ
ブ
と
の

縦
横
の
繋
が
り
を
密
に
致
し
た
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。
再
度
ご
案
内
を
致
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

レ
オ
・
ラ
イ
オ
ネ
ス
委
員
会
委
員
長
　
川
嶋
利
春
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ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
3
3
5
ñ

Ｃ
地
区

古
沢
昭
人
委

員
長
の
挨
拶
で

始
ま
っ
た
１
Ｒ

〜
５
Ｒ
献
血
・

聴
覚
障
害
者
福

祉
委
員
長
会
議

は
、
山
田
昌
次

ガ
バ
ナ
ー
を
は

じ
め
１
０
９
名

の
出
席
者
を
迎

え
て
リ
ー
ガ
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

京
都
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

前
年
度
献
血

協
力
ラ
イ
オ
ン

並
び
に
協
力
ク

ラ
ブ
へ
の
表
彰

が
、
京
都
府
赤

十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
か
ら
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
山

科
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
か

ら
、
イ
ア
ー
バ
ン
ク
か
ら
デ

フ
ピ
ー
プ
ル
へ
の
移
行
及
び

支
援
ア
ク
ト
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

京
都
府
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
藤
井
所
長
様
か
ら
講
演

を
聞
き
、
更
な
る
献
血
へ
の

協
力
を
誓
い
ま
し
た
。
委
員

長
会
議
終
了
後
、
有
志
に
て

去
る
６
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
献
血
ル
ー
ム
京
都
駅

前
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

１
Ｒ
〜
５
Ｒ
献
血
・
聴
覚
障
害
者

福
祉
委
員
長
会
議

●
日
時
・
８
月
19
日
ª
14：

00
〜
16：

00

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
3
3
5
ñ

Ｃ
地
区

去
る
８
月
23
日
∏

残

暑
厳
し
い
中
、
６
Ｒ
、

７
Ｒ
の
献
血
・
聴
覚
障

害
者
福
祉
委
員
長
会
議

が
、
滋
賀
県
健
康
福
祉

部
医
務
薬
務
課
勝
山
参

事
や
滋
賀
県
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
職
員
を
迎

え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

古
沢
昭
人
委
員
長
の

開
会
の
挨
拶
の
後
、
八

嶌
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
よ

り
「
当
３
３
５
―

Ｃ
地

区
の
献
血
へ
の
奉
仕
が

全
日
本
的
に
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
で
あ
る
」
と
い

う
お
話
を
し
て
頂
き
、

今
後
共
の
更
な
る
協
力

を
誓
い
ま
し
た
。

滋
賀
県
や
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
の
方
の
ご

挨
拶
や
講
演
を
頂
き
、

現
況
と
し
て
は
10
代
の

献
血
が
全
国
的
に
低
い

の
で
、
積
極
的
な
参
加

を
お
願
い
す
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

な
お
、
滋
賀
県
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー
所
長

よ
り
、
高
島
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
が
14
ク
ラ
ブ

の
代
表
と
し
て
、
感
謝

状
を
受
け
ま
し
た
。

６
Ｒ
、７
Ｒ
献
血
・
聴
覚
障
害
者

福
祉
委
員
長
会
議

●
日
時
・
８
月
23
日
∏
14：

00
〜
16：

00
□
□

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
サ
イ
チ
ア
ネ
ッ
ク
ス

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
3
3
5
ñ

Ｃ
地
区

吉
村
岩
雄
ラ
イ

オ
ン（
副
委
員
長
）

の
司
会
の
も
と
、

猿
沢
池
畔
飛
鳥
荘

に
て
39
名
の
出
席

を
迎
え
て
８
Ｒ
、

９
Ｒ
献
血
・
聴
覚

障
害
者
福
祉
委
員

長
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
古
沢

委
員
長
の
挨
拶
の

後
、
八
嶌
副
地
区

ガ
バ
ナ
ー
の
ド
ク

タ
ー
と
し
て
の
経

験
か
ら
の
献
血
の

お
話
と
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
現

在
の
献
血
と
い
う

制
度
の
確
立
に
協

力
し
て
き
た
と
い

う
お
話
を
聞
き
ま

し
た
。

な
お
、
奈
良
県

赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
よ
り
感
謝
状

を
頂
き
ま
し
た
。

代
表
と
し
て
前
地

区
献
血
イ
ア
ー
バ

ン
ク
委
員
南
忠
治

ラ
イ
オ
ン
と
奈
良

セ
ン
ト
ラ
ル
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に

贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。 ８

Ｒ
、９
Ｒ
献
血
・
聴
覚
障
害
者

福
祉
委
員
長
会
議

●
日
時
・
８
月
25
日
∫
14：

00
〜
16：

00

奈
良
市
飛
鳥
荘
□
□
□
□
□
□
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9・
10

月

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
3
3
5
ñ

Ｃ
地
区

８
月
８
日
∑

14：

00
よ
り
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
京
都
に
お
い
て
、
３
３
５
―

Ｃ
地
区
全
ク
ラ

ブ
Ｐ
Ｒ
情
報
Ｉ
Ｔ
委
員
長
会
議
が
約
２
０
０
名
の

参
加
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
盛
副
委
員

長
の
司
会
で
、
先
ず
服
部
副
委
員
長
か
ら
出
席
来

賓
の
紹
介
が
あ
り
、
石
黒
委
員
長
の
開
会
挨
拶
、
つ

づ
い
て
ご
来
賓
を
代
表
さ
れ
て
八
嶌
副
地
区
ガ
バ

ナ
ー
よ
り
、
所
用
で
欠
席
さ
れ
た
山
田
ガ
バ
ナ
ー

の
方
針
の
伝
達
、
Ｉ
Ｔ
化
の
継
続
等
に
つ
い
て
の

要
請
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

森
副
委
員
長
に
よ

る
年
８
回
発
行
の

ラ
イ
オ
ン
タ
イ
ム

ス
の
諸
説
明
、
つ

づ
い
て
竹
村
副
委

員
長
に
よ
る
国
際

平
和
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
テ
ス
ト
に
つ
い

て
の
説
明
の
後
、

コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム

に
入
り
、再
開
後
、

本
日
の
特
別
講
師

と
し
て
京
都
洛
北

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
所
属
で
、
本
年

度
も
コ
ン
テ
ス
ト

の
審
査
員
を
つ
と

め
て
頂
く
Ｌ
�
谷

信
夫
に
「
国
際
平

和
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

テ
ス
ト
に
つ
い

て
」
の
テ
ー
マ
で

お
話
を
頂
き
ま
し

た
。
コ
ン
テ
ス
ト

の
審
査
の
苦
労

話
、
そ
れ
と
複
合

地
区
で
の
審
査
の

模
様
等
興
味
深
い
ス
ピ
ー
チ
で
し
た
。
本
会
の
最

後
に
「
Ｉ
Ｔ
化
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で
、
杉
山

副
委
員
長
よ
り
昨
年
度
よ
り
懸
案
に
な
っ
て
お
り

ま
し
た
Ｉ
Ｔ
化
問
題
と
、
現
在
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

の
状
態
を
含
め
て
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面
、
各
部

門
に
つ
い
て
の
実
に
理
解
し
や
す
い
説
明
に
、
皆

様
に
も
充
分
納
得
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
そ

の
後
活
発
な
質
疑
応
答
が
あ
り
無
事
散
会
と
な
り

ま
し
た
。

全
ク
ラ
ブ
Ｐ
Ｒ
情
報
Ｉ
Ｔ
委
員
長
会
議

●
日
時
・
８
月
８
日
∑
14：

00

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
3
3
5
ñ

Ｃ
地
区

環
境
問
題
は
本
年
度
の

山
田
昌
次
地
区
ガ
バ
ナ
ー

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ス
ロ

ー
ガ
ン
で
あ
り
、
京
都
議

定
書
も
本
年
２
月
よ
う
や

く
発
効
さ
れ
、
日
本
政
府

も
『
産
業
革
命
の
次
は
環

境
問
題
で
あ
る
』
と
し
て

全
面
的
に
取
り
組
む
姿
勢

を
表
明
し
ま
し
た
。
ま
た

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
が
ケ
ニ

ヤ
共
和
国
の
環
境
副
大
臣

に
贈
ら
れ
る
な
ど
、
こ
の

テ
ー
マ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な

問
題
と
し
て
広
が
り
を
み

せ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
浅

岡
美
恵
先
生
に
お
願
い
し
て
、「
地
球
温
暖
化
防
止

と
私
達
の
課
題
」
と
題
す
る
講
演
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、
副
ガ
バ
ナ
ー
を

は
じ
め
地
区
役
員
、
各
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
の
み
な

さ
ま
１
６
４
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

山
田
ガ
バ
ナ
ー
の
「
環
境
が
生
物
の
身
体
的
・
精

神
的
成
長
に
い
か
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
か
を
認

識
し
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
と
し
て
如
何
に
対
応
す
る
べ
き

か
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
講

演
会
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

地
球
の
温
暖
化
は
、
生
態
系
へ
の
被
害
、
海
面
上

昇
、
異
常
気
象
の
多
発
、
水
資
源
の
減
少
ま
た
は
過

度
の
集
中
等
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
、
建
物
の
倒

壊
な
ど
、
経
済
的
に
も
大
き
な
被
害
を
与
え
る
。
こ

れ
は
温
暖
化
の
原
因
物
質
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
を
減
ら
し
た
と
し
て
も
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
が

安
定
す
る
ま
で
に
は
数
百
年
か
か
り
、
今
対
策
が
お

こ
な
わ
れ
て
も
悪
影
響
は
し
ば
ら
く
増
大
し
つ
づ
け

る
性
質
を
も
っ
て
い
る
。
一
刻
も
は
や
い
対
策
が
必

要
で
あ
る
。
二
酸
化
炭
素
を
削
減
す
る
対
策
と
し
て

以
下
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

太
陽
光
、
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
等

乗
用
車
の
利
用
を
減
ら
し
公
共
交
通
機
関
の
利
用

を
高
め
る
。

パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド

新
型
路
面
電
車

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

自
転
車
の
利
用

家
庭
か
ら
の
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
　
電
化
製
品

の
台
数
削
減

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
よ
い
機
器

税
制炭

素
税
の
導
入

以
上
、
浅
岡
先
生
の
お
話
を
お
聞
き
し
、
環
境
問
題

は
家
庭
か
ら
、
地
区
、
都
市
、
国
家
ひ
い
て
は
宇
宙

に
ま
で
連
続
す
る
問
題
と
し
て
と
ら
え
総
合
的
に
対

処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
り
、
し
か
も
一

刻
も
早
い
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
致
し
ま

し
た
。

全
ク
ラ
ブ
環
境
保
全
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時
・
８
月
30
日
∏
　
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
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平
成
17
年
５
月
28
日
º

午
前
11
時
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
丸
善
の
献
血
会
場
は
、
山
田
守
山
市
長
、

各
社
報
道
の
方
々
、
当
ク
ラ
ブ
の
山
中
会
長
、
島
田

幹
事
、
献
血
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
、
村
田
献
血
委
員

長
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
Ｌ
藤
井
を
始
め
、
１
０

０
万
È
達
成
を
見
届
け
よ
う
と
、
多
く
の
人
々
で
賑

わ
っ
た
。
１
０
０
万
È

ピ
ッ
タ
リ
賞
、
前
後
賞
３
名

に
、
会
長
よ
り
本
日
売
り
出
さ
れ
た
ば
か
り
の
守
山

メ
ロ
ン
が
手
渡
さ
れ
た
。
市
長
の
ね
ぎ
ら
い
と
、
感

謝
の
言
葉
の
後
、
一
同
写
真
に
納
ま
っ
た
。

さ
て
、
献
血
は
近
江
守
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

お
家
芸
的
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
あ
る
が
、
一
口
に
、

19
年
連
続
と
言
う
が
、
守
山
市
民
に
匹
敵
す
る
７
万

人
の
方
々
の
献
血
を
頂
い
た
事
に
な
る
。
一
年
に
50
カ
所
に
余
る
献
血
会
場
で
の
奉
仕
な

く
し
て
は
達
成
し
得
な
い
。
特
に
本
年
は
、
今
迄
に
な
く
ヤ
コ
ブ
病
の
発
生
、
企
業
の
リ

ス
ト
ラ
、
花
粉
症
等
、
献
血
を
阻
む
障
害
に
悩
ま
さ
れ
た
。
す
べ
て
は
献
血
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
始
め
、
紹
介
カ
ー
ド
に
よ
る
家
族
従
業
員
、
知
人
の
協
力
、
そ
し
て
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
の
は
、
血
液
セ
ン
タ
ー
へ
足
を
運
ん
で
頂
い
た
会
員
の
方
々
の
不
屈
の
精
神
で
あ

る
。
啓
蒙
と
実
践
に
明
け
暮
れ
る
こ
れ
か
ら
の
１
年
。
１
０
０
万
È

達
成
20
周
年
に
向
け

て
、
又
新
た
な
一
日
が
始
ま
る
。

第
一
副
会
長
　
南
井
繁
樹

近江守山ライオンズクラブ クラブだより

献血アクト・19年連続
100万È達成！

５月28日º

第
５
７
６
回
例
会
が
６
月
22
日
開
か
れ
、森
宗
三
郎
会
長
か
ら
次
期
田
中
清
光
会
長
に
、

伝
統
あ
る
ラ
イ
オ
ン
旗
の
引
継
式
が
、
会
員
や
ネ
ス
の
見
守
る
中
で
行
わ
れ
た
。

こ
の
日
は
「
さ
よ
な
ら
例
会
」
で
皆
出
席
賞
な
ど
ア
テ
ン
ダ
ス
賞
が
贈
ら
れ
、
20
人
の

会
員
が
喜
び
の
祝
福
を
受
け
た
。
ま
た
会
員
委
員
会
か
ら
は
、
最
多
ス
ポ
ン
サ
ー
賞
と
し

て
、
Ｌ
南
勇
爾
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
あ
と
、
セ
レ
モ
ニ
ー
が
終
了
し
て
か
ら
会
員
、

ネ
ス
ら
41
人
の
集
ま
る
中
で
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
チ
を
兼
ね
て
二
代
目
森
乃
福
郎
の
古
典
落
語

「
手
水
廻
し
」
の
一
席
を
聞
く
。
師
匠
と
Ｌ
藤
村
洋
一
と
は
大
学
の
同
級
生
で
あ
り
、
高

座
を
お
り
た
あ

と
の
食
事
タ
イ

ム
に
も
同
席
、

和
や
か
な
懇
談

の
ひ
と
と
き
が

「
さ
よ
な
ら
例

会
」
を
も
り
あ

げ
て
い
た
。

広
報
委
員
長

辻
　
豊
次

野洲ライオンズクラブ クラブだより

伝統のライオン旗引継式と
「さよなら例会」

６月22日π

今
、
児
童
虐
待
が
社
会
の
歪
み
の
中
で
生
ま
れ
た
問
題
と
し
て
憂
慮
さ
れ
て
い
ま

す
。
子
供
達
は
こ
ん
な
に
も
苦
し
ん
で
い
る
。
虐
待
は
子
供
達
の
心
に
深
い
傷
跡
を

後
々
ま
で
残
し
ま
す
。
子
供
達
の
明
る
い
笑
顔
と
未
来
を
願
っ
て
、
私
共
の
ク
ラ
ブ

で
は
今
年
度
最
大
事
業
と
し
て
、
児
童
虐
待
防
止
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

広
く
市
民
に
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
一
般
公
募
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ポ
ス

タ
ー
を
制
作
。
６
月
３
日
よ
り
30
日
迄
の
間
、
京
都
市
地
下
鉄
烏
丸
線
及
び
東
西
線

の
駅
構
内
に
展
示
致
し
ま
し
た
。
初
日
の
３

日
に
は
、
京
都
市
役
所
前
駅
に
て
引
渡
し
式

を
執
り
行
い
、
又
、
公
的
機
関
に
も
多
数
配

布
致
し
ま
し
た
。
尚
、
こ
の
制
作
に
当
た
り
、

京
都
市
児
童
相
談
所
様
の
ご
承
諾
、
京
都
新

聞
社
会
福
祉
事
業
団
様
の
多
大
な
ご
後
援
を

得
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ポ
ス
タ
ー
制
作
者
は
竹
取
物
語
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
お
り
、
お
爺

さ
ん
が
か
ぐ
や
姫
を
見
つ
け
出
し
た
よ
う

に
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
得
て
、
私
共

の
活
動
で
一
人
で
も
多
く
の
子
供
達
を
虐
待

か
ら
見
つ
け
出
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
れ

ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

谷
　
　
誠

京都華頂ライオンズクラブ クラブだより

「貴方の小さな勇気が
子供達を救います」

森乃福郎寄席とかわった例会

アテンダス賞をうけた会員

野洲ライオン旗の引き継ぎ式
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9・
10

月

昨
年
に
続
き
本
年
も
、
京
都
市
立
待
鳳
小
学
校
よ
り
盲
導
犬
体
験
勉
強

会
を
行
い
た
く
、
我
が
ク
ラ
ブ
へ
協
力
依
頼
が
有
り
ま
し
た
。
昨
年
は
生

徒
達
に
は
勿
論
の
事
、
先
生
方
に
も
大
変
御
好
評
を
い
た
だ
き
、
本
年
も

是
非
体
験
勉
強
会
を
行
い
た
い
と
の
事
で
、
本
年
度
早
々
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

待
鳳
小
学
校
で
は
、
約
80
名
（
４
年
生
）
の
生
徒
達
が
講
堂
に
集
ま
り
、

校
長
先
生
を
は
じ
め
５
名
の
先
生
方
と
、
関
西
盲
導
犬
協
会
歩
行
指
導
員

青
木
先
生
と
盲
導
犬
１
頭
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
又
我
が
あ
さ
ひ
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
７
名
（
Ｌ
中
川
・
Ｌ
細
江
・
Ｌ
上
坂
・
Ｌ
久

後
・
Ｌ
今
村
・
Ｌ
大
宮
、
そ
し
て
Ｌ
後
藤
が
１
人
で
車
椅
子
に
て
学
校
へ

来
ら
れ
ま
し
た
）
も
共
に
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。
私
達
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
も
社
会
奉
仕
に
つ
い
て
少
し
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
青

木
先
生
よ
り
盲
導
犬
の
素
晴
ら
し
さ
、
盲
導
犬
の
育
成
の
あ
り
方
、
そ
し

て
盲
導
犬
を
必
要
と
さ
れ
る
方
々
に
つ
い
て
の
話
が
有
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
日
本
に
は
視
力
障
害
者
が
39
万
人
ほ
ど
お
ら
れ
る
様
で
、
盲
導

犬
は
日
本
で
は
約
１
０
０
０
頭
弱
、
京
都
に
は
15
頭
が
い
る
そ
う
で
す
。

盲
導
犬
は
、
ド
イ
ツ
で
シ
ェ
パ
ー
ド
が
軍
用
犬
と
し
て
使
わ
れ
、
そ
の
後

盲
導
犬
と
し
て
育
成
さ
れ
た
の
が
最
初
だ
そ
う
で
す
。
現
在
日
本
で
は
、

A
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
・
レ
ト
リ
ー
バ
ー
②
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
レ
ト
リ
ー
バ
ー
が

育
成
さ
れ
て
い
ま
す
（
外
国
で
は
シ
ェ
パ
ー
ド
も
育
成
し
て
い
る
様
で

す
）。
盲
導

犬
は
、
現
在

は
世
界
で
26

カ
国
、
ア
ジ

ア
で
は
日

本
・
韓
国

・
台
湾
で
育

成
さ
れ
て
い

ま
す
。
生
徒

達
も
講
演
後

盲
導
犬
に
触

れ
、
可
愛
さ

と
忠
実
さ
に
感
心
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
。
生
徒
達
も
心
の
優
し
い
人
達

に
成
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
様
、
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

又
、
来
年
も
こ
の
様
な
勉
強
会
が
ひ
き
続
き
開
催
で
き
た
ら
と
、
校
長

先
生
と
も
お
話
を
し
て
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
御
参
加
頂
き
ま

し
た
会
員
の
皆
様
に
は
、
御
協
力
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

（
Ｌ
後
藤
が
少
し
ず
つ
回
復
さ
れ
、
非
常
に
心
強
く
、
う
れ
し
く
感
じ
ま

し
た
。
御
参
加
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
）

会
長
　
大
宮
晴
隆

京都あさひライオンズクラブ クラブだより

小学生に依る盲導犬体験勉強会
６月28日∏　京都市立待鳳小学校

、

今
期
も
あ
と
１
か
月
で
新
し
い
７
月
の
初
例
会
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
１
年
、
Ｔ
・
Ｔ
と
し
て
合
計
24
回
の
例
会
に
、
Ｔ
・
Ｔ
タ
イ

ム
と
し
て
の
行
事
を
振
り
返
っ
て
見
ま
し
た
。
Ｔ
・
Ｔ
は
ク
ラ
ブ
の

会
員
に
対
し
て
奉
仕
す
る
役
目
で
す
。
そ
の
た
め
に
例
会
を
楽
し
く

す
る
よ
う
努
力
し
ま
し
た
。
唄
・
踊
り
・
お
話
・
マ
ジ
ッ
ク
他
、
ど
の

ジ
ャ
ン
ル
で
も
出
来
る
よ
う
、
私
は
京
都
う
ず
ら
野
芸
術
大
学
を
作

っ
て
、
そ
の
学
長
と
し
て
各
種
の
催
し
も
の
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

次
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

１．

歌
謡
浪
曲
　
俵
星
玄
蕃

２．

海
軍
生
活
の
話

３．

少
林
寺
拳
法

４．

ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
の
司
会
（
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
）

５．

健
康
に
な
る
お
笑
い
の
話

６．

小
泉
首
相
の
漫
談

７．

祇
園
精
舎

８．

昭
和
の
歌

９．

ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
他

10．

三
河
万
才

11．

１
日
ガ
バ
ナ
ー

12．

真
赤
な
太
陽

13．

新
入
会
員
　
春
の
歌

14．

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
お
は
よ
う
日
本
出
演

15．

佐
渡
お
け
さ
の
踊
り

16．

文
字
あ
そ
び

17．

文
明
開
化
オ
ッ
ペ
ケ
ペ
ー
節

18．

あ
り
が
と
う
　
23
人
の
会
長
名

19．

大
正
琴
（
演
奏
）

20．

お
か
め
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り

21．

中
国
の
踊
り
　
七
変
化

22．

凧
あ
げ

23．

き
も
の
袴
姿
の
小
太
刀

24．

紙
芝
居

他
、
芸
術
大
学
の
学
長
と
し
て
、
唄
あ
り
、
踊
り
あ
り
、
お
話
あ

り
で
結
構
自
分
も
楽
し
ん
だ
Ｔ
・
Ｔ
タ
イ
ム
で
し
た
。

新
し
く
７
月
よ
り
は
又
、
趣
き
を
か
え
さ
ら
に
会
員
へ
の
奉
仕
に

力
を
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｔ
・
Ｔ
　
春
田
栄
造

京都うずら野ライオンズクラブ クラブだより

T・Tタイムとしての
行事を振り返って

７
月
８
日
ª

夕
刻
よ
り
バ
イ
パ
ス
沿
い
の
『
花

い
っ
ぱ
い
運
動
』
に
協
力
し
て
、
梅
雨
空
の
な
か
、

メ
ン
バ
ー
で
、
ひ
ま
わ
り
畑
の
除
草
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

ぐ
ん
ぐ
ん
大
き
く
な
っ
て
、
梅
雨
が
明
け
た
ら
、

黄
色
い
花
を
咲
か
せ
て
、
走
行
中
の
皆
さ
ん
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｐ
Ｒ
委
員
会

ひ
ま
わ
り
畑
の
除
草

７
月
８
日
ª ク

ラ
ブ
だ
よ
り

高
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
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『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
期
間
に
あ
わ
せ
、
13
日
に

福
知
山
市
民
会
館
で
第
46
回
福
天
地
方
青
少
年
健
全
育
成
大

会
が
ひ
ら
か
れ
た
。
各
種
表
彰
、
少
年
の
主
張
に
続
き
「
青

少
年
の
笑
顔
と
輝
く
目
で
満
ち
た
明
る
い
街
づ
く
り
を
、
地

域
住
民
総
ぐ
る
み
で
推
進
す
る
」
と
の
大
会
宣
言
を
し
た
。

大
会
後
は
市
民
会
館
前
か
ら
福
知
山
駅
ま
で
、
日
新
中
学
校

吹
奏
楽
部
を
先
頭
に
パ
レ
ー
ド
を
し
て
、
市
民
に
ア
ピ
ー
ル

し
た
。

各
種
表
彰
で
は
、
善
行
少
年
と
し
て
、
昨
年
の
台
風
23
号

災
害
で
生
徒
・
教
員
が
泥
ま
み
れ
に
な
っ
て
復
旧
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
励
ん
だ
大
江
高
校
を
表
彰
。
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
ら
を

青
少
年
健
全
育
成
活
動
推
進
者
と
し
て
た
た
え
た
。

少
年
の
主
張
で
は
、
下
六
人
部
小
学
校
６
年
生
の
大
西
郁

花
さ
ん
が
「
つ
な
ご
う
！
　
人
の
輪
」
と
題
し
て
、
学
校
で
学

年
間
交
流
の
活
動
を
し
た
体
験
を
話
し
、
川
合
小
学
校
の
６

年
生
た
ち
６
人
が
、
１
年
生
歓
迎
行
事
な
ど
『
楽
し
い
学
校
生

活
づ
く
り
』

に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と

を
紹
介
。
三

和
中
学
３
年

の
足
立
恵
太

君
が
、
手
を

手
術
し
た
際

に
励
ま
し
て

く
れ
た
友
達

や
周
囲
の
人

達
へ
の
気
持

ち
を
『
生
命

輝
か
せ
て
』

と
題
し
て
発

表
し
た
。

広
報
委
員
長

榎
原
哲
夫

青
少
年
を
地
域
ぐ
る
み
で

福
天
健
全
育
成
大
会
開
く

７
月
13
日
π

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

福
知
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

我
が
ク
ラ
ブ
は
、
同
じ
ア
ク
ト
を
数
年
続
け
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
来
日
学
生
の
方
々
が
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
例
年

の
様
に
ボ
ー
リ
ン
グ
を
し
て
、
古
代
友
禅
苑
で
体
験
友
禅
染
め

の
ハ
ン
カ
チ
を
持
ち
帰
り
、
妙
心
寺
に
て
精
進
料
理
を
い
た
だ

き
、
塔
頭
の
春
光
院
（
当
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
宅
）
で
立
派
な
お
茶

室
を
お
借
り
し
て
、
日
本
の
学
生
達
も
一
緒
に
、
心
温
ま
る
お
茶

会
を
開
き
ま
し
た
。
日
本
文
化
や

食
べ
物
等
、
く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気

の
中
、
お
話
し
合
い
が
出
来
、
ゆ
っ

く
り
時
が
過
ぎ
て
行
き
ま
し
た
。

日
本
文
化
に
ご
招
待
す
る
事
も

大
切
で
す
が
、
日
本
の
文
化
や
芸

術
を
通
じ
、
日
本
人
の
温
も
り
や
、

優
し
さ
、
又
た
と
え
国
が
変
わ
ろ

う
と
、
人
が
ゆ
え
の
失
敗
や
ジ
ョ
ー

ク
の
お
話
に
お
た
が
い
顔
を
見
合

わ
せ
、
に
っ
こ
り
微
笑
む
小
さ
な

温
も
り
が
忘
れ
ら
れ
な
い
一
日
と

な
り
ま
し
た
。
お
互
い
を
思
い
合

う
事
こ
そ
奉
仕
の
原
点
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
è
と
私
は
常
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。Ｙ

Ｅ
委
員
長
　
舘
　
義
孝

京都御室ライオンズクラブ クラブだより

夏期YE来日学生一日ホスト
７月19日∏

□
７月第２例会

７月20日π　京都醍醐プラザホテル

今
期
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
行

動
す
る
ラ
イ
オ
ン
」
―
希
望
と
誇
り

と
信
念
を
も
っ
て
―
の
も
と
宇
治
Ｌ

Ｃ
７
月
第
２
例
会
の
講
演
例
会
に

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
緑
の
協
力
隊
」
関
西
澤
井

隊
代
表
、
澤
井
敏
郎
氏
を
招
き
、
中

国
大
陸
に
お
け
る
現
在
に
至
る
ま
で

の
植
林
活
動
を
講
演
。
特
に
講
演
の

中
で
中
国
政
府
の
経
済
改
革
開
放
政

策
が
経
済
を
加
速
的
に
発
展
さ
せ
、

そ
の
こ
と
が
地
下
資
源
、
原
生
林
の

無
計
画
な
開
発
と
な
り
大
規
模
な
自

然
破
壊
へ
と
繋
が
り
、
現
在
、
人
々

の
生
活
や
健
康
を
脅
か
す
環
境
悪
化

は
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
自
然
破

壊
に
よ
る
砂
漠
化
を
よ
り
促
進
さ
せ
る
悪
影
響
と
な
り
、
砂
漠

化
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
全
世
界
の
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
る

状
況
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
砂
漠
化
問
題
等
、
植
林
を

中
心
と
し
た
砂
漠
緑
化
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
度

壊
れ
た
環
境
を
取
り
戻
す
為
の
持
続
的
な
努
力
を
す
る
必
要
が

あ
る
旨
の
内
容
で
、
我
々
が
奉
仕
活
動
を
実
践
す
る
時
、
実
態

の
把
握
、
原
因
の
探
究
、
対
策
の
決
定
、
実
行
、
結
果
の
検
討

が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
を
考
え
る
講
演
で
あ
っ
た
。

宇治ライオンズクラブ クラブだより

行動するボランティア団体に学ぶ
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9・
10

月

２
０
０
５

年
８
月
１
日

∑

に
、
毎
年

行
わ
れ
て
い

る
ゾ
ー
ン
６

ク
ラ
ブ
合
同

の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
で
あ

る
夏
季
Ｙ
Ｅ

生
を
迎
え
て

広
島
研
修
旅

行
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
期
は
若

干
少
人
数
に

な
り
ま
し
た

が
、
ア
メ
リ

カ
・
イ
タ
リ

ア
・
台
湾
・

フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
学
生
が

４
名
参
加

し
、
Ｌ
奧
佳
也
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
始
め
地
区
役
員
・

各
ク
ラ
ブ
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
と
共
に
早
朝
よ
り
新

幹
線
に
乗
り
一
路
広
島
へ
。
平
和
記
念
館
や
原
爆
ド
ー
ム
等
、

Ｙ
Ｅ
生
は
真
剣
に
見
学
し
、
ま
た
同
行
し
て
い
た
Ｙ
Ｅ
生
Ｏ

Ｂ
達
と
楽
し
く
和
や
か
に
説
明
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

少
し
ず
つ
で
も
日
本
と
の
交
流
の
お
手
伝
い
が
出
来
た
の
で

は
…毎

年
こ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
ゾ
ー
ン
の
６
ク
ラ
ブ
が
一

つ
に
な
り
行
動
す
る
事
が
、
１
年
間
の
よ
り
一
層
の
協
力
体

制
を
創
り
だ
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
素
晴
ら
し
い
Ｙ
Ｅ
事
業
の
一
環
と
し
て
の
継

続
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

会
長
　
�
山
義
則

3
Ｒ
3
Ｚ

6
ク
ラ
ブ
合
同

Ｙ
Ｅ
生
広
島
研
修
旅
行
報
告

８
月
１
日
∑

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

京
都
乙
訓
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

７
月
23
日
、「
あ
や
べ
水
無
月
祭
り
」
の
日
に
実
施
さ
れ
る
「
あ
や
べ
献
血

推
進
協
議
会
」
主
催
の
「
み
な
つ
き
献
血
」
に
協
賛
し
て
多
大
な
成
果
を
挙
げ

ま
し
た
。
当
日
は
早
朝
よ
り
綾
部
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
京
都
府
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー
の
谷
口
重
喜
課
長
を
ゲ
ス
ト
に
招
き
「
献
血
例
会
」
を
開
催
し
、

そ
の
ま
ま
同
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

献
血
に
協
力
し
ま
し
た
。
前
日
ま
で

に
地
元
メ
デ
ィ
ア
に
掲
載
し
た
広

告
、
当
日
の
街
頭
啓
蒙
ビ
ラ
配
り
等

が
効
果
を
奏
し
、
昨
年
よ
り
多
い
一

四
五
名
の
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

毎
年
開
催
さ
れ
る
「
み
な
つ
き
献

血
」
は
、
綾
部
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
重
要
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て

多
く
の
市
民
に
浸
透
、
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
善
意
の
献
血
が
安
全
有
効

に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
、
こ
の

１
年
間
市
内
各
事
業
所
に
て
行
わ
れ

る
献
血
に
メ
ン
バ
ー
全
員
で
臨
む
予

定
で
す
。

広
報
委
員
会
広
報
委
員
　
西
尾
観
光

綾部ライオンズクラブ クラブだより

「みなつき献血」盛会に
７月23日º

台風7号の心配をよそに
早朝7時半から草刈り奉仕に汗
第二びわこ学園の広大な敷地を

７月27日π

昨
年
３
月
に
現
在
地
に
移
転
さ
れ
た
重
度
心
身
障
害
者
福

祉
施
設
「
第
二
び
わ
こ
学
園
」（
理
事
長
山
崎
正
策
）
か
ら
、

広
大
な
園
地
の
13
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
に
生
い
茂
る
夏
草
の

草
刈
り
作
業
の
要
請
が
、
野
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
あ
り

ま
し
た
。
７
月
27
日
前
日
の
台
風
７
号
の
余
波
は
あ
っ
た
も

の
の
、
朝
７
時
半
か
ら
奉
仕
例
会
と
し
て
会
員
26
名
が
早
朝

よ
り
出
動
、「
草
刈
り
奉
仕
」
に
汗
を
流
し
た
。
玄
関
前
の

迂
回
道
路
の
山
の
斜
面
に
生
い
茂
る
夏
草
や
灌
木
は
約
２
¤

に
も
の
び
、
造
園
用
の
動
力
草
刈
機
な
ど
も
動
員
、
４
ト
ン

ダ
ン
プ
カ
ー
へ
の
積
み
込
み
も
重
機
を
使
用
し
て
本
格
的
な

草
刈
り
作
業
で
あ
る
。
台
風
一
過
の
晴
天
に
恵
ま
れ
た
奉
仕

作
業
日
和
で
、
３
時
間
余
り
の
作
業
に
尊
い
汗
を
流
し
、
参

加
ク
ラ
ブ
員
も
美
し
く
見
違
え

る
よ
う
に
な
っ
た
道
路
、
玄
関

口
に
気
持
ち
も
す
っ
き
り
と
し

た
。
施
設
の
山
崎
正
策
理
事
長

の
引
き
続
い
て
開
か
れ
た
例
会

の
席
上
で
の
感
謝
と
喜
び
の
言

葉
に
、
会
員
一
同
は
満
足
そ
う

な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
た
。

本
年
度
最
初
の
「
奉
仕
例
会
」

は
か
く
し
て
終
わ
り
、
担
当
委

員
会
も
や
れ
や
れ
と
い
う
と
こ

ろ
だ
っ
た
。

広
報
委
員
会
委
員
長

辻
　
豊
次

野洲ライオンズクラブ クラブだより

高さ5メートルここは玄人で刈取り

作業開始前説明の上野幹事
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８
月
の
第
一
例
会
は
納
涼
例
会
。
夕
立
が
寄
与
し
て
か
、
川
面
の
風
は
殊

の
外
「
涼
風
」。
黄
昏
の
な
か
、
３
艘
に
分
乗
し
、
す
べ
る
よ
う
に
流
れ
の

な
か
に
。
乾
杯
か
ら
食
事
へ
…
舟
の
上

な
の
に
熱
い
も
の
は
熱
く
、
冷
た
い
も

の
は
冷
や
し
て
、
懐
石
の
「
も
て
な
し

の
心
」
を
踏
ま
え
た
料
理
が
嬉
し
い
。

酒
が
ど
ん
ど
ん
進
む
。
あ
た
り
が
漆
黒

に
な
る
の
と
逆
に
、
舟
の
な
か
は
だ
ん

だ
ん
に
ト
ー
ン
が
上
る
。

メ
ン
バ
ー
の
、
通
常
例
会
で
は
見
ら

れ
な
い
表
情
が
浮
か
び
、
会
話
が
は
ず

み
、
新
た
な
「
和
み
」
の
形
が
見
え
る
。

桂
川
は
昼
の
顔
と
違
い
、
あ
く
ま
で

も
妖
め
か
し
く
艶
や
か
に
メ
ン
バ
ー
の

嬌
態
を
優
し
く
包
ん
で
い
る
。

Ｌ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
一
体
に
な
っ
て

の
ひ
と
と
き
、
会
長
Ｌ
蔭
山
が
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
い
る
「
和
顔
愛
語
」
が
も

う
す
で
に
ク
ラ
ブ
の
中
で
浸
透
し
て
い

る
の
を
つ
く
づ
く
感
じ
る
例
会
で
し
た
。

京都堀川ライオンズクラブ クラブだより

嵐山・桂川、夜の妖艶

去
る
８
月
７
日
∂

大
変
な
猛
暑
の
中
、
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
京
都
橘
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、
当
日
１
５
０
名
（
視
覚
障
害
者
の
方
50
名
、
健
常
者
１
０
０

名
）
の
ご
出
席
者
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

準
備
の
時
に
は
ク
ー
ラ
ー
の
音
が
や
か
ま
し
い
の
で
、
ク
ー
ラ
ー
を
止
め
る
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
思

っ
た
よ
り
や
か
ま
し
く
無
く
、
高
島
依
子
さ
ん
の
澄
ん
だ
大
変
美
し
い
声
が
会
場
に
響
き
わ
た
り
、
観
衆
の

気
持
ち
を
虜
に
し
ま
し
た
。
ま
た
２
人
の
方
の
ピ
ア
ノ
演
奏
も
素
晴
ら
し
く
、
１
部
が
終
わ
り
、
休
憩
に
入

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
Ｌ
鳴
海
の
お
菓
子
と
Ｌ
小
山
の
お
茶
で
一
息
入

れ
て
頂
き
、
２
部
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
懐
か
し
い
日
本
の
歌
が
出
て

き
て
、
皆
が
口
ず
さ
み
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
当
日
は
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
所
長
山
本
た
ろ
様
か
ら
視
覚
障
害
者

の
方
々
と
の
接
し
方
に
対
し
て
、
ご
用
意
頂
い
た
資
料
を
基
に
、
事
前

に
密
着
な
指
導
を
受
け
、
会
場
へ
、
座
席
へ
、
ト
イ
レ
へ
と
様
々
な
場

所
へ
の
誘
導
を
中
心
に
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
展
開
し
ま
し
た
。

但
し
、
視
覚
障
害
者
の
方
は
突
然
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
光
に
は
過
敏
に

反
応
さ
れ
、
大
変
な
ご
迷
惑
と
な
る
た
め
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
様
子

を
記
録
す
る
写
真
撮
影
は
ご
遠
慮
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
会
場
受

付
の
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
設
置
さ
れ
た
募
金
箱
に
は
、
お
帰
り
に
そ

れ
ぞ
れ
募
金
を
し
て
帰
ら
れ
る
の
を
見
て
、
素
晴
ら
し
い
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
が
出
来
た
こ
と
を
大
い
に
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

広
報
委
員
長
　
林
　
寅
雄

京都橘ライオンズクラブ クラブだより

チャリティーコンサートの報告
８月７日∂

納涼例会
鮎家の郷 斉藤利彦社長のスピーチ　大西瓜を当てる
会員レディーの名前当て――ユニークなビンゴゲーム

８月10日π

第
５
７
９
回
例
会
は
８
月
10
日
、
市
内
湖
岸
の

鮎
家
の
郷
、
特
別
会
場
萩
の
間
で
同
社
々
長
の
斉

藤
利
彦
氏
を
招
い
て
開
催
。

こ
の
鮎
家
の
郷
は
、
旧
中
主
町
時
代
に
斉
藤
社

長
が
「
琵
琶
湖
が
展
望
で
き
る
比
叡
と
比
良
の

山
々
を
手
に
と
る
場
所
に
湖
国
一
の
レ
ス
ト
ラ

ン
・
店
舗
づ
く
り
を
目
指
し
て
出
店
さ
れ
た
」
も

の
。
当
時
バ
ブ
ル
で
湖
国
リ
ゾ
ー
ト
・
ネ
ッ
ク
レ

ス
構
想
の
一
環

と
し
て
設
置
さ

れ
た
東
江
州
の

名
所
と
な
っ
て
い
る
。

夕
陽
の
沈
む
湖
を
眺
め
、
茜
色
に
染
ま
る
比
叡

の
山
々
、
夕
闇
迫
り
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
会
場

で
の
納
涼
例
会
は
出
色
の
催
し
と
な
っ
た
。
堅
田

Ｌ
Ｃ
第
18
代
会
長
の
斉
藤
利
彦
社
長
の
軽
妙
に
し

て
鮎
家
経
営
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
織
り
込
ん
で
の
ス

ピ
ー
チ
。
そ
し
て
心
づ
く
し
の
料
理
に
参
加
会
員

が
若
干
の
ア
ル
コ
ー
ル
に
頬
を
染
め
る
。
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
Ｔ
Ｔ
苦
労
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
は
、
会

員
名
、
レ
デ
ィ
の
名
前
を
対
象
に
し
て
「
ビ
ン
ゴ
」

と
な
る
と
大
き
な
西
瓜
や
特
別
賞
品
が
当
た
る
ア

イ
デ
ア
で
あ
る
。
大
賑
わ

い
の
末
、
各
会
員
が
大
き

な
景
品
を
笑
顔
で
持
ち
帰

ら
れ
る
楽
し
い
納
涼
例
会

の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

さ
あ
明
日
か
ら
の
Ｌ
Ｃ

の
奉
仕
ウ
ィ
・
サ
ー
ヴ
で

あ
る
。

広
報
委
員
長
　
辻
　
豊
次

野洲ライオンズクラブ クラブだより

今
年
11
月
に
チ
ャ
ー
タ

ー
ナ
イ
ト
45
周
年
を
迎
え

る
彦
根
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
は
、
８
月
17
日
に
、
恒

例
の
家
族
納
涼
例
会
を
、

周
年
記
念
事
業
の
成
功
を

祈
願
し
て
、「
お
伊
勢
さ
ん
」

に
参
拝
致
し
ま
し
た
。

当
日
は
姉
妹
提
携
ク
ラ

ブ
の
横
浜
ふ
じ
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
も
、
石
山

会
長
始
め
多
数
の
ラ
イ
オ

ン
を
招
き
ご
出
席
い
た
だ

き
、
彦
根
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
、
中
野
会
長
（
多
賀
大
社
宮
司
）
の
配
慮
の
も
と
、「
お
伊
勢

さ
ん
」
の
皇
大
神
宮
（
内
宮
さ
ん
）
の
特
別
参
拝
と
、
千
年
の
伝

統
を
持
つ
ゆ
か
し
い
お
神
楽
の
ご
神
徳
を
仰
ぎ
ま
し
た
。

そ
の
後
「
鳥
羽
水
族
館
」
で
の
一
時
の
涼
を
楽
し
ん
だ
後
、
鳥

羽
の
「
戸
田
家
」
に
て
両
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
の
、
よ
り
一
層
の
懇

親
を
深
め
ま
し
た
。

彦根ライオンズクラブ クラブだより

横浜ふじLCと伊勢神宮で納涼例会
８月17日π

スピーチの斉藤社長（中央）

納涼例会さあ乾杯　ウィ・サーヴ
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9・
10

月

金毛茶会開催のご案内
京都洛陽ライオンズクラブ

当クラブ恒例の行事であります「金毛茶会」を、本年は
天龍寺にて開催致します。皆様お誘い合わせご来場下さい
ます様、お待ち申し上げております。

※当日券もございます。その他お問い合わせ、お茶券のご
希望などは、京都洛陽ＬＣ事務局（075―231―9614）迄。

広報委員会

日　時 10月7日ª

午前9時～午後3時

場　所 嵯峨「天龍寺」山内「友雲庵」

お茶券 １冊　4,000円
（お茶席2席、お香席、そば席、拝観券）

第28回 洛陽文化講座
第一講（通算107講）ご案内

京都洛陽ライオンズクラブ

洛陽ライオンズクラブの主要事業である「文化講座」を、
つぎの日程により開催致します。お誘い合わせ多数ご聴講
下さい。

広報委員会

日　時 10月29日º午後2時～4時

場　所 京都商工会議所　3階講堂

講　師 日高敏隆　先生
（総合地球環境学研究所所長）

演　題 「地球環境問題」とは何か

主催 京都洛陽ライオンズクラブ
後援 京都府、京都市、京都商工会議所、

京都新聞社、KBS京都
（入場無料）

総合テーマ「私達の環境を考える」
第一講

京
都
シ
ニ
ア
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

で
は
、
８
月
23
日
∏

、
前
期
夏
休
み

明
け
の
全
校
集
会
の
場
で
、
京
都
市

立
高
倉
小
学
校
に
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
６

０
０
本
、
根
付
き
の
実
物
10
本
を
教

材
の
一
環
と
し
て
贈
呈
し
た
。
昨
年

の
洛
央
小
学
校
に
続
き
２
回
目
で
、

今
後
継
続
事
業
と
し
て
毎
年
行
っ
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

校
長
の
お
話
の
後
、
児
童
代
表
に

サ
ト
ウ
キ
ビ
を
贈
呈
、「
サ
ト
ウ
キ

ビ
畑
」
の
歌
や
「
涙
そ
う
そ
う
」
が

歌
わ
れ
、
社
会
の
先
生
か
ら
ク
イ
ズ

形
式
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
に
つ
い
て
の
話

が
あ
り
、
贈
呈
式
は
終
了
し
た
。
式

後
、
全
児
童
が
各
教
室
で
担
任
の
先

生
か
ら
サ
ト
ウ
キ
ビ
１
本（
約
25
⁄
）

ず
つ
貰
っ
て
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
実
物

に
触
れ
る
体
験
を
し
た
。

第
二
副
会
長
　
大
田
垣
義
夫

京都シニアライオンズクラブ クラブだより

小学校にサトウキビ贈呈
８月23日∏

京都シニアライオンズクラブ阪上会長にお礼を述べる児童代表

今
年
度
青
少
年
育
成
委
員
会

事
業
と
し
て
、
台
湾
よ
り
来
ら

れ
た
ル
・
ペ
イ
リ
ン
さ
ん
を
ホ

ス
ト
し
ま
し
た
。
昨
年
度
当
ク

ラ
ブ
よ
り
派
遣
し
た
２
名
の
学

生
宅
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

し
て
お
願
い
し
ま
し
た
。
21
日

間
の
強
行
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
京
都

祇
園
祭
見
学
や
、
茶
道
、
華
道
研
修
会
、
友
禅
染
め

体
験
、
広
島
見
学
等
、
他
ク
ラ
ブ
か
ら
の
お
誘
い
を

頂
い
た
行
事
に
は
全
て
参
加
さ
れ
、
日
本
の
伝
統
行

事
や
、
日
本
料
理
を
存
分
に
味
わ
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ク
ラ
ブ
内
で
の
歓
迎
会
で
は
、
竹
生
島
の

観
光
や
メ
ン
バ
ー
手
作
り
の
日
本
を
代
表
す
る
料
理

を
ふ
る
ま
い
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
共
に
メ
ン
バ

ー
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ

例
会
へ
は
、
当
ク
ラ
ブ
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
浴
衣

を
着
て
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ペ
イ
リ
ン
さ
ん
た

っ
て
の
希
望
で
あ
っ
た
浴
衣
を
着
て
の
花
火
大
会
鑑

賞
も
実
現
し
、

沢
山
の
思
い
出

を
持
っ
て
無
事

帰
国
さ
れ
ま
し

た
。
先
日
ク
ラ

ブ
へ
手
紙
が
届

き
、
日
本
食
が
美
味
し
く
と
て
も
好
き
に
な
っ
た
事

や
、
ま
た
日
本
に
行
き
た
い
と
の
感
想
が
書
か
れ
て

お
り
、
委
員
会
と
し
て
も
素
晴
ら
し
い
国
際
交
流
が

出
来
た
こ
と
を
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。

青
少
年
育
成
委
員
長
　
本
庄
憲
一

長浜ライオンズクラブ クラブだより

夏期YE学生を台湾より受入
７月16日º～８月５日ª
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Ｌ石塚　清三
（S.24年５月10日生）

株式会社 八百廣
代表取締役
青果業

京都洛北Ｌ・Ｃ

Ｌ久保　敏之
（S.20年10月３日生）

久保工務店
代表

建築工事業

京都洛北Ｌ・Ｃ

Ｌ村井　　孝
（S.26年３月15日生）

マインドシステム株式会社
代表取締役

事務機器販売・保守

京都洛北Ｌ・Ｃ

Ｌ松田　篤佳
（S.26年７月22日生）

マツダオフィス株式会社
代表取締役
医療衛生

京都パレスＬ・Ｃ

Ｌ松本　久勝
（S.17年４月５日生）

京料理 松粂
代表者

京料理仕出し

京都パレスＬ・Ｃ

花
火
大
会
か
ら
一
夜
明
け
た
16
日
早
朝
、
会
場

と
な
っ
た
音
無
橋
の
由
良
川
河
川
敷
周
辺
で
、
市

民
ら
に
よ
る
清
掃
活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

地
元
自
治
会
や
老
人
会
、
婦
人
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
、
南
陵
中
学
校
、
自
衛
隊
、
福
知
山
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
、
福
知
山
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
、
ド
ッ

コ
イ
セ
福
知
山
花
火
大
会
実
行
委
員
会
な
ど
様
々

な
団
体
の
関
係
者
ら
約
７
０
０
人
が
作
業
し
た
。

実
行
委
員
会
は
、
会
場
周
辺
に
ゴ
ミ
箱
を
一
切
置

か
ず
ゴ
ミ
を
各
自
で
持
ち
帰
ろ
う
と
い
う
ク
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
た
が
、
河
川
敷

や
橋
の
上
、
堤
防
上
、
広
小
路
通
り
な
ど
に
は
、

ゴ
ミ
が
散
乱
し
て
お
り
、
参
加
者
た
ち
は
、
金
バ

サ
ミ
で
回
収
。
燃
や
さ
な
い
ゴ
ミ
や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
類
な
ど
に
分
別
し
て
い
っ
た
。

ま
だ
暗
い
午
前
５
時
前
か
ら
作
業
す
る
人
の
姿

も
見
ら
れ
、
同
６
時
過
ぎ
に
は
周
辺
は
、
す
っ
き

り
と
き
れ
い
に
な
っ
た
。
回
収
し
た
ゴ
ミ
は
約

１
・
５
ト
ン
で
、
昨
年
の
２
倍
に
も
な
っ
た
。

来
年
は
、
ゴ
ミ
が
ゼ
ロ
に
な
る
こ
と
を
願
い
つ

つ
清
掃
作
業
を
終
え
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
様
、

本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

幹
事
　
奥
村
　
清

第64回福知山花火大会（観客動員11万人）
見物客らのゴミ1.5トン回収

８月16日∏

福知山ライオンズクラブ クラブだより

ク
ラ
ブ
結
成
時
か
ら

テ
ー
マ
と
し
て
挙
げ
て

い
ま
す「
真
心
の
奉
仕
」

の
柱
で
あ
り
ま
す
Ｄ
Ｖ

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ヴ

ァ
イ
オ
レ
ン
ス
）
の
被

害
者
を
支
援
す
る
た
め

の
勉
強
会
を
続
け
て
参

り
ま
し
た
。

８
月
23
日
に
母
子
生

活
支
援
施
設
「
ヴ
ェ
イ

ン
テ
」
が
設
立
さ
れ
、

ク
ラ
ブ
か
ら
記
念
の
お

祝
い
と
し
て
木
彫
額
一

式
（
林
屋
石
峰
作
・
刻

書
）「
福
朗
三
美
」
を
児
島
理
事
長
様
に
ご
出
席

戴
き
贈
呈
式
を
行
な
い
ま
し
た
。
理
事
長
様
か
ら

は
感
謝
の
お
言
葉
と
と
も
に
会
員
皆
様
の
「
ヴ
ェ

イ
ン
テ
」
へ
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

の
ご
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
京
都
市
内
に

第
二
、
第
三
の
施
設
が
出
来
ま
す
よ
う
ご
支
援
頂

き
た
い
と
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
私
達
会
員
は
、
ク

ラ
ブ
を
挙
げ
て
学
習
を
積
み
重
ね
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

Ｐ
Ｒ
委
員
長
　
上
村
郁
子

社会福祉法人 福朗・母子生活支援施設
「ヴェインテ」への贈呈式。

京都チェリーライオンズクラブ クラブだより

新会員の紹介
■　■　■

おめでとうございます
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9・
10

月

Ｌ酒井　清裕
（S.33年２月６日生）

ñさかい
専務取締役
神仏具製造

野洲Ｌ・Ｃ

Ｌ辻　　繁信
（S.35年８月２日生）

株式会社 辻工務店
代表取締役

建築・設計・施工

京都洛南Ｌ・Ｃ

Ｌ和田　雅之
（S.40年２月14日生）

óテクノ・ロジック
代表取締役
貿易・販売業

奈良Ｌ・Ｃ

Ｌ廣瀬和利志
（S.35年９月１日生）

でんきのひろせ
店主

家電販売・電気工事

京都朱雀Ｌ・Ｃ

Ｌ森川　　勇
（S.22年10月21日生）

広陵町役場
総務部長
地方公務員

北葛城Ｌ・Ｃ

Ｌ米田　雅郎
（S.28年10月31日生）

米田織物ñ

取締役専務
帯地製造

京都紫明Ｌ・Ｃ

Ｌ大久保和子
（S.26年８月23日生）

住友生命保険（相）
日野支部長
保険業

日野Ｌ・Ｃ

Ｌ大西　康之
（S.26年９月26日生）

奈良観光バスñ

取締役社長
観光バス事業

奈良Ｌ・Ｃ

Ｌ北川　義明
（S.30年４月12日生）

有限会社 北創建設
代表取締役
建設業

京都セントラルＬ・Ｃ

Ｌ北村　昌夫
（S.37年１月20日生）

洛王セレモニー株式会社
代表取締役社長
葬祭業

京都鴨川Ｌ・Ｃ

Ｌ野原　裕隆
（S.36年１月31日生）

ñ野原光学
代表取締役
眼鏡小売

京都紫明Ｌ・Ｃ

Ｌ安井　　肇
（S.33年11月30日生）

ñ丸安商事
常務取締役
燃料販売

竜王Ｌ・Ｃ

Ｌ山口　貴志
（S.38年12月17日生）

山口ガス商会

燃料業

香芝Ｌ・Ｃ

Ｌ小西　　章
（S.31年１月29日生）

ó中河乳業
代表取締役社長
乳類販売業

京都乙訓Ｌ・Ｃ

Ｌ村田　精一
（S.32年12月29日生）

ñびわこ銀行 草津支店
支店長
銀行業

草津Ｌ・Ｃ

Ｌ小泉　民次
（S.21年２月４日生）

ñ小泉産業
代表

スーパーセントー

京都賀茂Ｌ・Ｃ

Ｌ海藤　　浩
（S.33年７月29日生）

株式会社 可以登楼
代表取締役
料理業

高島Ｌ・Ｃ

Ｌ森　　為次
（S.27年12月26日生）

森瓦店
店主
瓦業

園部Ｌ・Ｃ

Ｌ西岡　徹弥
（S.45年10月26日生）

西岡自動車ñ

代表取締役
自動車販売・整備

京都乙訓Ｌ・Ｃ

Ｌ河瀬満三郎
（S.８年12月２日生）

河瀬満織物
代表取締役
帯地製造

京都朱雀Ｌ・Ｃ

Ｌ荒田　直明
（S.26年２月10日生）

óヤマゾエ
役員

クリーニング業

舞鶴みなとＬ・Ｃ

Ｌ中村　友則
（S.38年９月22日生）

ナカショウñ

代表取締役
土木建築資材販売業

高島Ｌ・Ｃ

Ｌ徳田美喜男
（S.31年３月19日生）

有限会社 徳田石材
代表取締役
石材業

水口Ｌ・Ｃ

Ｌ上田　祥隆
（S.14年９月24日生）

□

京都乙訓Ｌ・Ｃ

Ｌ武本　　昇
（S.21年２月24日生）

武本木材住研
代表取締役
建築・設計

京都朱雀Ｌ・Ｃ
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Ｌ瀧　　静子
（S.16年２月10日生）

株式会社 太洋堂
代表取締役社長
情報加工業

京都チェリーＬ・Ｃ

Ｌ岡田　　良
（S.12年２月11日生）

ñ岡田組
代表取締役
建設業

綾部Ｌ・Ｃ

Ｌ倉持　　寛
（S.42年８月８日生）

óアーチ
代表取締役

パソコン全般サービス業

生駒Ｌ・Ｃ

Ｌ木之下　透
（S.16年２月３日生）

ñ木之下工務店
代表取締役
建築工事業

京都桂Ｌ・Ｃ

Ｌ吉田　　悟
（S.27年７月23日生）

ñ南都銀行 筒井支店
支店長
銀行業

大和郡山Ｌ・Ｃ

Ｌ下野　　子
（S.６年７月19日生）

株式会社 恒栄
会長
織物業

京都チェリーＬ・Ｃ

Ｌ越川　壽枝
（S.25年６月24日生）

特定非営利活動法人まごころサービス「あい愛」
理事長
介護

綾部Ｌ・Ｃ

Ｌ大槻　　均
（S.25年２月２日生）

医療法人医仁会武田総合病院
事務長
医療業

京都伏見Ｌ・Ｃ

Ｌ西野　雅充
（S.35年11月30日生）

ジブラルタ生命保険ñ

ライフプランアドバイザー

京都桂Ｌ・Ｃ

Ｌ柳瀬　光義
（S.30年１月３日生）

ñ京都ホテル
経理部長
ホテル業

京都桂Ｌ・Ｃ

Ｌ星川　節子
（S.23年６月26日生）

□

京都チェリーＬ・Ｃ

Ｌ大槻　隆士
（S.26年５月７日生）

株式会社 京都銀行
監査役
銀行業

京都洛陽Ｌ・Ｃ

Ｌ安井　照和
（S.32年３月30日生）

ñ南都銀行 東生駒支店
支店長
金融業

生駒Ｌ・Ｃ

Ｌ菊川　義崇
（S.39年５月23日生）

有限会社 千珠庵きく川
代表取締役　
製菓小売

五條Ｌ・Ｃ

Ｌ清水　裕貴
（S.21年４月６日生）

シミズ工務店
代表者
建築業

京都桂Ｌ・Ｃ

Ｌ伊藤タカ子
（S.39年２月４日生）

歌手

京都チェリーＬ・Ｃ

Ｌ長嶋　英之
（S.48年10月28日生）

株式会社 サンエイ
代表取締役
包装製品製造

京都洛陽Ｌ・Ｃ

Ｌ南浦　宏安
（S.26年８月15日生）

南浦電気設備管理事務所
所長

電気設備管理業務

北葛城Ｌ・Ｃ

Ｌ藤田　俊英
（S.26年７月11日生）

ñ南都銀行 野原支店
支店長
金融業

五條Ｌ・Ｃ

Ｌ山本　和彦
（S.26年７月18日生）

大伸工業ñ

取締役副社長
給排水設備工事業

京都桂Ｌ・Ｃ

Ｌ福永　和伴
（S.15年４月３日生）

大正薬品工業株式会社
常務取締役　総務部長
医薬品製造販売業

甲賀Ｌ・Ｃ

Ｌ尾崎　　博
（S.30年３月５日生）

綾部流扶桑派
家元
茶道家

京都東Ｌ・Ｃ

Ｌ宮崎　敏一
（S.24年３月14日生）

ñ倭電気
代表取締役

北葛城Ｌ・Ｃ

Ｌ泉谷　　守
（S.16年１月９日生）

財団法人 泉谷病院
理事長

消化器外科医師

京都華頂Ｌ・Ｃ

Ｌ田中　稔彦
（S.34年８月15日生）

ó三条スタンプ
専務取締役
印判・印刷業

京都桂Ｌ・Ｃ

Lions Tim es05・910本文　3  05.9.29 7:52 PM   ページ 14



15

9・
10

月

Ｌ小林　東一
（S.23年12月７日生）

小林林業
代表

三和Ｌ・Ｃ

Ｌ米田　昌弘
（S.27年２月11日生）

ムシオニン本舗 コメダ薬品商会

医薬品卸業及び配置販売業

丹後中央Ｌ・Ｃ

Ｌ内藤　善三
（S.18年７月17日生）

ñ魚善
代表取締役

京料理・仕出し業

京都醍醐Ｌ・Ｃ

Ｌ迫　　秀尚
（S.16年５月29日生）

ó迫製材所
代表取締役
木材販売業

京都醍醐Ｌ・Ｃ

Ｌ三島　昭彦
（S.32年３月12日生）

近畿日本ツーリストñ福知山支店
支店長
旅行業

福知山東Ｌ・Ｃ

Ｌ梅村　　勲
（S.12年９月27日生）

丸山企画ñ

代表取締役
出版物卸小売業

京都醍醐Ｌ・Ｃ

Ｌ大野　盛行
（S.38年４月23日生）

谷印刷所

印刷業

福知山東Ｌ・Ｃ

田
植
え
が
終
わ
り
、
晴
天
の
日
、
今
日
は
、
夕
日
が
き
れ
い
に
な

る
だ
ろ
う
と
明
日
香
の
棚
田
に
向
か
っ
た
。

現
地
に
到
着
す
る
と
午
後
３
時
、
す
で
に
カ
メ
ラ
マ
ン
が
数
十
名

つ
ら
な
っ
て
い
る
。
夕
日
に
な
る
ま
で
に
、
ま
だ
３
時
間
も
あ
る
の
に

す
で
に
三
脚
の
放
列
で
あ
る
、
ど
の
場
所
に
い
っ
て
も
撮
影
場
所
を

確
保
す
る
の
が
一
番
で
あ
る
。
あ
と
は
よ
い
夕
日
に
な
る
か
ど
う
か

自
然
現
象
に
ま
か
せ
て
待
ち
つ
づ
け
る
。
そ
の
日
が
駄
目
な
ら
ま
た
あ

し
た
、
そ
の
次
と
カ
メ
ラ
マ
ン
の
努
力
は
た
え
な
い
。（
作
者
コ
メ
ン
ト
）

こ
の
写
真
は
、
昨
年
度
環
境
保
全
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
品
さ
れ
、
入

選
作
品
と
し
て
3
3
5
複
合
地
区
へ
出
品
さ
れ
た
作
品
で
す
。「
明
日
香

村
の
棚
田
は
自
然
の
ダ
ム
と
し
て
、
治
水
と
食
を
も
た
ら
し
ま
す
」
と
な

げ
か
け
て
い
ま
す
。

画
題
「
明
日
も
晴
れ
る
」

表
紙
写
真
の
説
明
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故 Ｌ木下　隆徳
京都鴨川LC

没　平成17年７月20日
享年87才

ライオン歴
1963年９月13日　入会
1968～1969年度　クラブ幹事
1970～1971年度　クラブ会計
1973～1974年度　クラブ会長
1974～1975年度　１Ｒ２Ｚゾーン・チェアパーソン
1975～1976年度　地区レオ委員長
1980～1981年度　地区年次大会委員長

故 Ｌ畑　茂太郎
京都洛陽LC

没　平成17年７月29日
享年82才

ライオン歴
1959年５月　入会
1963～1964年度　幹事
1965～1966年度　地区会計
1979～1980年度　会長
1981～1982年度　ゾーン・チェアマン
2003～0000 終身会員

故 Ｌ松塚　善一
宇陀LC

没　平成17年７月22日
享年85才

ライオン歴
1979年度　宇陀LC会長
1990年度　地区国際協調
1990年度　LCIF副委員長

故 Ｌ中尾　�成
桜井LC

没　平成17年７月19日
享年70才

ライオン歴
1965年10月１日　入会
1973～1974年度　幹事
1982～1983年度　会長
1999～2000年度　ＺＣ

故 Ｌ小泉　雅美
北葛城LC

没　平成17年８月５日
享年80才

ライオン歴
1975年度　第12代会長
1989年度　５R―２Z ZC（現在９R―１Z ZC）
1999年度　第36代会長
2001年度　335―C地区社会福祉委員長
2004年度　９R RC

故 Ｌ藤川登美之助
京都日吉ヶ丘LC

没　平成16年７月14日
享年56才

ライオン歴
2002年３月　入会　
2003～2004年度　ライオンテーマ

故 Ｌ安井　六男
高市LC

没　平成17年８月20日
享年58才

ライオン歴
1991年10月　入会
2002～2003年度　会長
2004～2005年度　９R２Z・ZCPセクレタリー
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L土屋善弘（京都南LC）

L林　孝治
（京都洛陽LC）

伝統
きのう

から未来
あした

へ

ó
京都市上京区新町寺ノ内上ル東入道正町455
TEL（075）451-2071 FAX（075）451-8028

http://www.shinise.ne.jp/hayasi
E-mail:amari@mbox.kyoto-inet.or.jp

京・西陣

片山由佳理 画

珠数豆知識
珠数は法具の一つで、「人の念力を増幅させる力」があります。お葬式や法事で使うのは故人の冥福を祈る力をより強くする為です。
常に身につけていることによって、あらゆる場面で貴方の力が遺憾なく発揮でき、又、災いから貴方を護ってくれます。
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●インターネットホームページ　http://www.335c.com/ ●Eメールアドレス　lions@skyblue.ocn.ne.jp

ザ・ライオンタイムズ（335-C地区機関紙）
発行日●2005年9月1日
発行者●ガバナー　山田　昌次
発　行●ライオンズクラブ国際協会335-C地区PR・情報・øT委員会
編集者●地区PR・情報・øT委員長　石黒　郁男（長浜LC）
事務局●〒600-8237京都市下京区堀川通塩小路

リーガロイヤルホテル京都3F 364号室
TEL.（075）344-0258
FAX.（075）344-0277

Lions Times

副委員長
服部　稔（京都洛南LC）
杉山大門（京都NCLC）
一盛広樹（舞鶴LC）

那須安彦（野洲LC）
森　義治（大和郡山LC）
竹村和勇（田原本LC）

担当運営委員
田丸道哉（京都LC）

やっと9、10月号が発行できました。委員会の事業の煩雑さに音を上

げながらも、メンバー一同がんばって活動しております。この後は国際平

和ポスターコンテストの事業に移行します。皆様のご協力よろしくお願い

します。

委員長　石黒郁男

編 集 後 記

キャビネット会議 第1回 キャビネット会議 第1回 
8月5日ª14：00よりウェスティン都ホテル京都で第１回キャビネット会議が開催されまし

た。いつもと違う会場との事で、会場を間違えられたメンバーが2～3名あったりして、開会が少
し遅れるハプニングもありました。
参加メンバーは百余名で、山科キャビネット幹事の司会で開会し、全メンバーの紹介からスター

トしました。
最初に山田ガバナーが新ガバナーとしての力強い抱負を述べられました。お人柄のでた大変素晴

しいスピーチでした。続いて内田前ガバナーより1年間のお礼と新しいキャビネットにお祝いのご
挨拶を戴きました。つづいて前キャビネット役員と前ホストクラブに1年間ご苦労さまの感謝状が
贈呈されました。
議事に入り、本年度は帰朝報告会がキャビネット会議に組み込まれる事になり、ガバナーより国

際大会のスピーチを戴きました。5日間にわたる、早朝より夜遅くまでのご夫妻での研修のご苦労、
むし暑い香港の夜のインターナショナルパレードの想い出、開会式の各国国旗入場のセレモニーの
感動、閉会式でのインドのアショク・メータ氏本年度国際会長誕生の瞬間の熱狂ぶり、アショク・
メータ国際会長ご夫妻の素晴しさ等を熱くお話しになりました。最後に各委員長による本年度委員
会の事業目標の発表があり、八嶌副地区ガバナーの閉会挨拶で無事終了しました。二部の懇親会は
内田前ガバナーの乾杯のご発声で始まり、テーブルを囲んで終始和やかに進行し、本年度のそれぞ
れの活躍を祈念して散会しました。
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